
利用前に必ずお読みください。

試験対策などのため、
学生がこのシステムを利用する可能性があります。

学生に問題を表示／非表示する管理を必ず行ってください。

冒頭のマニュアル「テスト問題学生自己学習時の非表示方法」
の手順で操作できます。
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テスト問題学生自己学習時の非
表示方法



課題利用イメージ

テスト作成

教員

問題選択

課題出題
学生

課題実施 成績確認

問題プール
作成

予め問題を選定し
問題をプールして
おくと、そのプール
から問題を出題で

きます。



自己学習利用イメージ

自己学習用
テスト作成

問題選択

課題実施

成績確認

課題出題

課題実施 成績確認

問題選択

問題プール
作成

教員

学生



学生サイト（自己学習テスト作成）

学生が自己学習を作成すると
き、教員が作成した問題プー
ルを選びテストとして受講で
きます。



学生へのテスト問題非表示方法（自己学習時）

➢ 学生が自己学習をするときに、問題を見せたくない場合は非表示に設定してお
くと学生は問題を見ることができません（例えば、学期末テストで問題を出す場
合に、その問題を見せたくない場合）。

➢ 問題の非表示方法は２つあります。
１．問題プールを作成した時に、非表示設定をしておく（スライドp6参照）
２．問題管理から問題を見つけ非表示設定をしておく（スライドp7参照）

➢ ※ある先生が問題を非表示にすると学生は全員その問題をみることができま
せん。従いまして、もし他の先生はその問題を自己学習として解かしたくても学
生はその問題を受講できません。



問題プールを非表示

学生が自己学習を作成するときに、この問題プールは非表示になります。

学生が自己学習を作成するときに、この問題プールとその中の問題は非表示に
なります。つまり学生は問題プール以外でもこの問題自体をみれません。

プール管理のプール一覧をクリック



問題管理から問題非表示
問題管理の問題管理をクリック

非表示をクリックすると学生は自己
学習時にこの問題を選ぶことができ
ません。

クリック
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➢ ClinicalKey Student Japanへアクセス方法（P3）

➢ ログイン方法、利用規約・ユーザー確認（P４‐P5）

➢ テスト作成（P6‐P15）

➢ 作成されたテストの確認（P16-P18）

➢ テスト結果閲覧（P19-P20）

➢ 問題プール作成（P21-P24）

CKS 目次



➢ 本システムは、インターネットブラウザで接続・利用しますので、イン
ターネットに接続可能な機器（PC、スマートフォン、タブレット端末など
で利用できます）を用いてください。

➢ ※課題設定等の教員権限はPCのみでの利用となります。

➢ URLにアクセスする

• https://ma.ckstudent.jp/login/

サイト
ログイン ClinicalKey Student Japanへアクセス

https://ma.ckstudent.jp/login/


ユーザー名、パスワードおよび施設コードを
入力してログインする（半角英数字）

・パスワードは連続して10回以上間違えるとパスワードロックがかかります
（Chromeをご利用の際には、ブラウザ再起動のみでは状況が変わらないことがあります。その場合にはキャッシュの
クリアを行ってください）

・最後に右下にあるログインボタンをクリックすると接続されます。

サイト
ログイン

ユーザー名は半角英数字で３文字以上で作成
してください。ユーザー名は重複させることは
できません。

パスワードは半角英数字と記号(!#$_*+.-)で
6-20 字以内となります

施設コードは施設登録時に設定されたコードと
なります。正しい値を記入してください。

職員番号8桁twmu

twmu

生年月日（西暦）

ログイン例

ユーザー名
98765432twmu

パスワード
19150409

施設コード
twmu



➢画面右上に、自分のユーザー名（XXXX大学｜アカウント〇〇〇〇 様）が表示されている
ことを確認してください。

➢初回起動時のみ、利用規約が表示されますので、よく読んで最後に下にある [同意する] を
クリックするとホーム画面になります。2回目以降は、すぐにホーム画面が表示されます。

利用規約確認＆ユーザー確認
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テスト作成方法
テスト
作成

➢テストを作成する場合は、トップページの「テスト管理」→「テスト作成」を選
択し問題を作成します。

➢「テスト一覧」は過去に作成されたテストが一覧で表示されます。
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基本設定：「出題期間」「時間」を決定する

ノーマル：通常使用モード（課題や小テスト）

実施期間・実施時間の設定をする

テスト通知をする
（ただし、メールを登録されているユーザーにしか通知されません）

出題問題
・受講者
を選択

1)テスト名入力
2)期間設定：「実施日指定」or「実施期間指定」or「実施時間指定」
3)テスト実施時間：テストの時間を設定したい場合は入力（設定しない場合は０のまま）

1）

2）

3）



・校内での一斉小テストを行う場合 →「期間設定」で「実施時間指定」を選択

・出題した課題に時間制限を設ける場合 →「テスト実施時間」でアクセス時間を設定
「期間設定」は「実施日」「実施期間」で選択

8

注意 受講時間設定

入力しない

出題問題
・受講者
を選択
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オプション設定（復習機能）

問題を解いた後すぐに解答・解説を閲覧できるようにしたい
→「即時公開」をチェック

テストの間違えたところを再度勉強させたい →「復習テスト」をチェック

「間違えた問題から」or「間違えた問題と同じ領域から」選ぶ

出題問題
・受講者
を選択

例：「テストの自己評価を記載してください」など、
何かコメントしてほしいことを入力
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「基本設定」、「オプション設定」完了後、
「問題の手動選択」へ進むをクリック。

出題問題
・受講者
を選択

オプション設定
1)テスト作成時にオプションとして合格点を設定できます。

学生は合格点（割合）より低い場合には再受講が求められます。

※合格点を設定すると、合格するまで学生は解説を見ることできません。

1）

学生画面

※不合格の場合（学生画面）
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この3つから絞り込む

言語や問題レベル等の詳細を絞り込むことがでます

学習領域から問題を絞り込みます

キーワードを入力し問題を検索します

キーワードや学習領域、国家試験問題等絞り込み検索を行い問題を作成します。

出題問題
を選択 問題選択・確認
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この3つか
ら選択

疾患名等入力

領域から探す事
もできます

必要な絞り込み可能

出題問題
を選択
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絞り込み検索：問題種別＆問題種別

システム内にはいくつかのパターンの問題が掲載されています。

問題タイプ レベル

暗記問題 基礎 図をベースとした部位名称を問う問題

基礎問題 基礎 1問1答のような内容の問題

症例問題
基礎 教科書の太字レベルの内容

応用 授業後（実習後）であれば解答できる内容

発展 CBTや国試を視野に入れた内容（疾患名等が含
まれている）

問題種別

単純択一形式

多選択肢形式

計算問題

状況設定式問題

ドラッグドロップ（自己学習時
のみ）

記述式問題

単語記述式問題

出題問題
を選択
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選択するとき「黄緑の＋」をクリック

出題順を変更したいと
きは、このマークを選
択してドラッグドロッ
プする

追加された
問題数

問題抽出

削除するとき「赤の×」をクリック

問題を抽出したら「次へ」
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受講者を決定する
特定の学年等グループに出題する場合は、
グループを選択。
※グループは自由に編集可能です。

特定の学生に出題する場合は、
個別学生アカウントを選択。

受講者を
選択したら
クリック

出題題・受
講者を選択
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作成されたテストの確認

テストプレビューの表示

テストの
確認

作成したテストを確認すしたい場合、操作の をクリックし

ます。その他、問題や解説をPDFにし印刷がきできます。
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テスト作成後の内容確認及び変更（テスト開始前）

→ 開始時刻や復習テスト等の設定を変更できます。※テスト開始前のみ

→ 問題内容や受講者を変更できます。※テスト開始前のみ

→ テストの出題形式を確認できます。

→ テスト問題内容を閲覧できます。

→ テストに登録されている問題の正解・解説をPDFで一覧印刷します。

→ テスト内容をコピーし流用することができます。

→ テスト内容を削除します。削除すると復元不可能です。

→ テストに登録されている問題をPDFで一覧印刷します。

テストの
確認



18

テスト作成後の内容確認及び変更（テスト開始後）

→ 受講者の割り当てを変更できます。 ※受講者が0名の時のみ

→ テスト終了日を延長できます。 ※テスト期間中のみ

→ テストの出題を確認できます。

→ テスト問題内容を閲覧できます。

→ テストに登録されている問題の正解・仮説をPDFで一覧印刷します。

→ テスト内容をコピーし流用することができます。

→ テスト内容を削除します。削除すると復元不可能です。

→ テストに登録されている問題をPDFで一覧印刷します。

テストの
確認
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「成績」メニューの「テスト結果」より、学生の成績を確認できます。

テスト結果を閲覧する

データをエクセルで書き出せます

テスト
結果の表示

「表示」クリックすると詳細な成績を
表示できます
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問題プールの活用方法問題
プール

プールは大きく分けて以下の２つの活用方法があります。

1. 問題を集めておく（活用例：とりあえず問題を集めておき、小テストや課
題、学期末テストを作成するときに、集めたプール問題から抽出しテスト
を作成する）。

2. 問題を集めて学生に自己学習として問題を解かせる（学生が自己学習する
ときに、膨大な問題数から習った範囲の問題を抽出することは困難なため、
予め授業範囲の問題を集めておき、その集めた問題を自己学習として解か
せる）。
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問題プール作成問題
プール作成

問題プールは、トップページの「プール管理」→「プール作成」から作成します。
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問題プールの基本設定（プール管理からの作成）
プール
基本設定

次へ進む

学生が自己学習を作成するときに、この問題プールは非表示になります。

学生が自己学習を作成するときに、この問題プールとその中の問
題は非表示になります。

問題プール名

予めグループ名を作成してグループ登録をする
か、または「グループ化されていない問題プー
ルリスト」として進めます。

設定したプール内の問題を学生に全問解かせたい場合
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問題選択・確認（プール管理からの作成）
問題

選択・確認

領域を選ぶと以下のように「下位専門分野」が表示され絞り込み
やすくなります。
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選択するとき「黄緑の＋」をクリック

追加された
問題数

問題抽出

削除するとき「赤の×」をクリック

問題を抽出したら「次へ」



ClinicalKey Student Japan サポートセンター

トップ10のFAQ

https://jp.service.elsevier.com/app/home/supporthub/ck-student-jp/

メールで問い合わせる

https://jp.service.elsevier.com/app/contact/supporthub/ck-student-
jp/

https://jp.service.elsevier.com/app/home/supporthub/ck-student-jp/
https://jp.service.elsevier.com/app/contact/supporthub/ck-student-jp/

